
令和５年 ３月 １日 

泉佐野市 報道提供資料 

タイトル 全国青年市長会「日本を元気にする施策 2022」 

と き 一般投票期間 令和５年２月１７日（金）から令和５年３月１０日（金）

ところ ＷＥＢ投票 

内 容 

全国青年市長会「日本を元気にする施策２０２２」 

全国青年市長会では、日本を元気にする施策について、会員市から応募の

あった４５市・１０５施策を広くＰＲするため、会員のみならず一般市民

の皆様にも投票していただき、優秀な施策を選出します。 

一般投票期間 令和５年２月１７日（金）から令和５年３月１０日（金）

投票方法   全国青年市長会ＨＰの専用ページで実施 

※詳細は別添のとおり

また、下記ホームページにも掲載していますのでご覧ください。 

●全国青年市長会ＨＰ ●日本を元気にする施策２０２２

http://s-mayors.info/ http://s-mayors.info/?page_id=2852

担当課 市長公室 秘書課 （TEL:072－463－1212 内線 2410） 

問合先 

担当者名 市長公室 秘書課長 中口（TEL:072－463－1212 内線 2410） 

又は、 

全国青年市長会 事務局 

射水市企画管理部 政策推進課 

吉住 美穂子 

TEL0766-51-6611(直通) 

http://s-mayors.info/
tel:072－463－1212　内線2410


 別紙：「日本を元気にする施策２０２２」事業内容  

 

全国青年市長会「日本を元気にする施策２０２２」 

 

 ４９歳までに当選した市区長で構成される全国青年市長会（令和５年１月１日

現在会員１０７名）に所属する会員市区長は、新型コロナウイルス感染症や燃料・

物価の高騰など先が見通せない社会経済情勢の中、若さと柔軟な発想力で様々な

特色ある施策に積極的に取り組んでいます。 

「日本を元気にする施策２０２２」は、会員市区が実施する優れた施策や with

コロナの中にあってもまちが元気になる施策を募集し、会員間にノウハウを共有

することで、施策そのもののブラッシュアップやカスタマイズを図り、会員市区

から日本を元気にすることを目的としています。 

 「日本を元気にする施策２０２２」について、令和４年１１月３０日から１２

月２８日までの期間で募集したところ、４５市から１０５施策の応募がありまし

た。この取組を広くＰＲするため、各会員市区から応募があった施策をホームペ

ージに掲載し、会員並びに一般投票を下記のとおり行います。なお、会員投票上

位３施策、一般投票上位１施策については、表彰を行うこととしております。 

 

記 

≪日本を元気にする施策２０２２≫ 

１ 投票期間  令和５年２月１７日（金）から令和５年３月１０日（金）まで 

 

２ 投票方法  会員市区（１０７市）は、１０５施策から特に優秀と思われる 

施策２点を選出し投票。一般の方については、全国青年市長会 

ホームページ上から優秀と思われる施策１点を選出して投票 

  

■全国青年市長会ホームページ ■日本を元気にする施策２０２２一覧ページ 

http://s-mayors.info/     https://s-mayors.info/?page_id=2852 

                 

   

 

３ 順位の決定  （１）会員投票 

会員市の投票を集計し、上位３施策を選出 

（２）一般投票 

会員投票と同様、集計を行い、上位１施策を選出 

 

４ その他    上位施策については、令和５年６月開催予定の意見情報交換

会で表彰。なお、受賞施策は、概要を発表頂く予定 

https://s-mayors.info/?page_id=2852


全国青年市長会の概要 

 

１ 設  立 

昭和６３年６月２８日（設立当初３３市） 

 

２ 目  的 

新しい時代を切り拓くために、会員同士の若い情熱とエネルギーをぶつけあい、

共に本音で研鑚し、もって地方自治の発展に寄与する。 

 

３ 資  格 

趣旨に賛同し、４９歳までに当選した市長 

 

４ 会  員 

１０７市（令和 5年１月現在） 

 

５ 活動内容 

○会員相互の意見・情報交換会の開催 

○市政に必要な施策の調査研究 

○研鑚を通じて国への提言 

○災害相互応援に関する要綱に基づき災害時の相互応援 

○その他目的達成に必要な事業 


